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工場での生産準備作業を効率化する AI 技術 
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三菱電機と産総研が FA 分野への AI 活用で連携 

工場での生産準備作業を効率化するAI技術を開発 
 

 三菱電機株式会社（以下、三菱電機）と国立研究開発法人 産業技術総合研究所（以下、産総研）

は、工場での生産前に必要となる、FA（ファクトリーオートメーション）機器の調整やプログラ

ミングなどの生産準備作業を大幅に効率化するAI技術を開発しました。三菱電機のFA機器・シス

テムに関する技術と産総研のAI技術との融合により、生産準備作業にかかる時間を短縮できます。 
 今回の開発成果は、産総研の保有するAI技術が三菱電機との連携によりFA分野で有用となった

ものであり、今後、三菱電機のAI技術「Maisart®（マイサート）※1」のひとつとして、三菱電機の

FA機器・システムに実装を進め、工場の生産性向上に大きく貢献します。 
※1 Mitsubishi Electric’s AI creates the State-of-the-ART in technology の略。 

全ての機器をより賢くすることを目指した三菱電機の AI 技術ブランド 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 研究開発の特長  

1．サーボシステム※2の位置決め制御を1日で自動調整 
・三菱電機の駆動制御技術と産総研のベイズ最適化※3応用技術を融合し、熟練技術者でも調整

に1週間以上かかる位置決め制御を1日で自動調整 
・熟練技術者でも調整が困難な8種類720個のパラメーターを調整し、位置決め時間を最大20％

短縮できる高速位置決め制御を実現 
※2 各種産業機械を高速・高精度に駆動制御するシステム 
※3 全体の形が未知の関数や微分ができない関数の最大値または最小値を、関数の形を推定しながら探 

索的に求める手法 

2．熟練技術者に頼らないレーザー加工品質の自動判定を実現 
・三菱電機のレーザー加工に関するノウハウと産総研の画像認識向け機械学習技術を融合し、

加工面の画像から加工品質を熟練技術者と同等レベルで自動判定 

・判定結果に基づいて良好な加工品質が得られる加工条件を、熟練技術者に頼らずに調整でき

る標準的な手順を開発 

3．産業用ロボットの異常処理プログラム作成時間を3分の1に削減 
・三菱電機の力覚制御※4 技術と産総研のデータ分析向け機械学習技術を融合し、産業用ロボッ

トを用いた組み立て作業における異常発生状況を効率よく学習 
・産業用ロボットシステムの立ち上げ時に大きな負担となる異常処理プログラムの作成時間を

3 分の 1 に削減 
※4 力覚センサーの検知データをもとにロボットの保持するワークやツールが対象物に接触したことを

検知して、ロボットの軌道を修正する制御 
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 開発体制  

名称 担当内容 

三菱電機 サーボシステム・レーザー加工・ロボット組み立てへの AI アルゴリズムの実装と改良・評価 

産総研 AI を活用した最適化・画像認識・データ分析技術の提供 

 本件は、三菱電機と産総研の「FA 分野への AI 技術活用に関する共同研究」により開発した成果です。 

 開発の背景  

多品種少量生産が求められる生産現場において、FA機器やシステムの調整、プログラミングなど

生産準備作業の工数が増えています。これらの作業には独自のノウハウをもつ熟練技術者が必要で、

その不足が課題となっています。 
この課題に対し、生産現場で使われる幅広いFA機器やシステムに強みを持つ三菱電機の技術と、

産総研のAI技術を融合し、FA機器やシステムの調整、プログラミングなどの生産準備作業を効率化

するAI技術の開発に取り組みました。 
これにより、サーボシステムでは熟練技術者が1週間以上かかる位置決め制御を1日で自動調整する

技術、レーザー加工機では加工面の品質を熟練技術者と同等精度で自動判定して熟練技術者に頼るこ

となく良好な加工品質が得られる加工条件に調整できる技術、産業用ロボットではシステム立ち上げ

時に多大な労力を要する異常判定処理プログラムの作成時間を3分の1に削減する技術を開発しまし

た。 

 特長の詳細  

1．サーボシステムの位置決め制御を1日で自動調整 

サーボシステムの位置決め制御では、許容される誤差の範囲内に位置決めする速さが求められ

ます。サーボシステムでは、目標の位置や移動する距離によりシステムの振動などの特性が異な

ることが多いため、それぞれに合わせた最適な駆動速度や加速度を設定する必要がありますが、

これらを設定するパラメーターの種類が多いと調整が困難なため、これまでの三菱電機の製品で

は熟練技術者が2種類18個のパラメーターを調整していました。 
今回、パラメーターを熟練技術者でも調整が困難な8種類720個に拡張してきめ細かな制御が可

能なシステムを構成し、AIを活用したパラメーターの自動調整に取り組みました。最適なパラ

メーターの探索に必要となる時間が長いことが課題でしたが、三菱電機が有する駆動制御技術で

探索範囲を限定するとともに、産総研の有するベイズ最適化応用技術により探索を効率化しまし

た。 
その結果、従来は熟練技術者が1週間かかっていたサーボシステムのパラメーター調整を1日で

完了させ、さらに位置決め時間を最大20％短縮することができました。 
2．熟練技術者に頼らないレーザー加工品質の自動判定を実現 

レーザー加工機を用いた板金切断加工では、レーザー光を集束するレンズの汚れや機械の温度

変化、工作物の表面状態などのさまざまな要因により、加工面にキズや変色などが生じて加工品

質が低下することがあります。従来は、熟練技術者が加工面を目視して加工品質を判定し、これ

に応じて適切に加工条件を変更して、加工品質を向上させていました。 
今回、三菱電機のレーザー加工に関するノウハウと産総研の画像認識向け機械学習技術を融合

し、加工面の画像から加工品質を熟練技術者と同等レベルで自動的に判定する技術を開発しまし

た。さらに、判定結果に基づいてレーザー加工機の操作員が自分で加工条件を変更して加工品質

を向上させる標準的な手順も開発しました。これにより、加工品質を向上させる調整を熟練技術

者に頼らず実現できます。 
3．産業用ロボットの異常処理プログラム作成時間を3分の1に削減 

産業用ロボットでは、構築するシステムごとに異なるさまざまな異常状態をあらかじめ想定し、

把持ミスや位置ずれなどの異常が発生した場合に正常動作へ復帰させるための異常処理プログ

ラムが必要です。従来はロボットの動きを実現するプログラムの作成よりも、この異常処理プロ

グラムの作成に多くの時間を費やしていました。 
今回、産業用ロボットの力覚制御技術に関する三菱電機の知見と、産総研の有するデータ分析

向け機械学習技術を融合し、ロボットの動作時に得られる力覚センサーの出力から異常発生状況

を学習させる技術を開発しました。これにより、システムごとに個別作成していた異常状態判定

アルゴリズムの開発が不要となり、異常処理プログラムの作成時間を3分の1に削減しました。 
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 商標関連  

「Maisart」は三菱電機株式会社の登録商標です。 

 お問い合わせ先  

【報道担当】 
三菱電機株式会社 広報部 
〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目 7 番 3 号 
TEL 03-3218-2359 FAX 03-3218-2431 
 
国立研究開発法人 産業技術総合研究所 
企画本部 報道室 
〒305-8560 茨城県つくば市梅園 1-1-1 中央第 1 
つくば本部・情報技術共同研究棟 8F 
TEL 029-862-6216 FAX 029-862-6212 
E-mail press-ml@aist.go.jp 
 
【開発担当】 
三菱電機株式会社 先端技術総合研究所 
〒661-8661 兵庫県尼崎市塚口本町八丁目 1 番 1 号 
FAX 06-6497-7289 
http://www.MitsubishiElectric.co.jp/corporate/randd/inquiry/index_at.html 
 
国立研究開発法人 産業技術総合研究所 
人工知能研究センター 
https://www.airc.aist.go.jp/ 
 


